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参加者は以 iごの通り (表 1・図 1参照)。
第 34[il AEARU理事会は， 4月41ヨ(金)9
n寺30分から 111l寺の間，オークラフロンティア
ホテルつくばアネックス 1階「昂の間」にて開




















AEARU 34th Board of Directors Meeting 
University ofTsukuba 
April 3-4， 2014 
Tsukuba， Japan 
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18:30同 20・00 Welcome Dinner 
OFHT Main Build 
Jupiter 3F 
2| AF「pid「il4 09:00司 09:30 Registration 
OFHT Main Build 
ay Jupiter 3F 
09:30冊 11・00 34th Board of Directors Meeting 
OFHT Main Build 
Jupiter 3F 
11:00 -11:30 I Group Photo OFHT Main Build Jupiter 3F 
11:30 -13:00 1 Luncheon __1 Sansui出
13:00 -14:00 |Campus Tour & Lecture 1 . Center for Cybern日 Research i lunN田町of
Tsukuba 
14:00-15:00 I Can:pu.s. Tour & Lecture ~ 
g Aigai biorT1355research facjilty Univer5i旬of
Tsukuba 
15:00尚 15:30 I Coffee Break Universi町of
Tsulくuba
15:30-17・00 |camptJ5Tour &Lecture 3 . Physical education facilities University of 
Tsukuba 
18:30 -20:00 I Dinner 
OFHT Main Build 
Ciel Blue 11F 
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本報告ではその様子を していく。 したおもてなしをさせていただく， という趣旨
であった。視察者は計21名で，南京大学4名，
台湾問立清華大学 1名，東北大学3名，
2 日程 際室 7名及び体育・芸術エリア支援室 6~1 であっ
“Campus Tour & Lecture" の Ell'l~ より，
演武の佐世づけを雌認したい (I;zl2参照)。
た。
柔道i1iy:[~は.当初j の予定より 20 分遅れた 16
Il寺 25分からはじまり. 1611寺40分までの 15分
1m.本学武道館柔道場において行われた。当日
は 151時過ぎより激しい '~ti'~Hがあり，各施設 II\J
の移動がj帯ったことが開始時刻の遅れの一因と
なったが，視察者よりケガや体調不良などの訴
"Campus Tour & Lecture は 20141f 4月4




1 88寺平成26年 4Fl4日(金) 1 3 00~1 7 00 
2 スケジュール
13' ‘ o.ü~ 1 3 : 55 サイバニク、ス研究セ、ンター
[15 25~15 30 徒歩で移動}
14:00-14:.55 譲類パ、イオマ'ス・エネルギーシステム研克拠点
[14 55~15 ・ 00 マイクロバス(公用車)で‘移動]
15:QO~15:25 大学会館ラウシジでヨーとーフレイタJ
(15 25~15 30 徒歩て‘移動}
15:30~15:45 体操部によるラート書撃の練習風景を視察、C頃央体育館体操場〉
15 4.5-16 00 ダシス部によるダシスバフォーマシ叉(中央体首舘ダンヌ場，~，
[16 OO~16 05 徒歩で、移動]
16:0‘ 5~ 1 6 : 20 柔道lの潰武〈武道舘柔道場主
[16 20~16 25 徒歩で移動}
1 6 2B -1 6 : 4:0 体育総合実験棟〔スペック}捜察
16:40""17:00 (;暗支時〕テニスコー ト、陸上競技で場をぺタから;視察
[17 OO~17 15 マイクロパス(公用車)でホテルへ移動]
3 備考
参加大学 南京大学 (4)、台湾清華大学 (1)、東北大学 (3)、本学 (13)































演武は 1)歓迎の挨拶. 2)投技と乱取. 3) 









































日時:2014年4月4El(金)16:20-April 4， 2014 
場所:武道館 Budokan
、戸 Program '"' 
1 .投技と乱取 Throwingtechniques and Randori 
木涼広樹(体育専門学群4年次、参段)
Hiroki KIHARA(UG4， 3rd dan) 
木原啓伸(体育専門学群4年次、弐段)
Hironobu KIHARA(UG4， 2nd dan) 
2.柔の形 Ju-no-kata
小林優希(人間総合科学研究科2年次、参段)
Yuki KOBAYASHI(MC2， 3rd dan) 
渡部真未(つくばユナイテッド柔道指導員、参段)
Mami WATABξ(Coach of Tsukuba united judo， 3rd dan) 
3.五の形 ItsutsuイIO-kata
J 1戸湧也(人間総合科学研究科1年次、参段)
Yuya KAWATO(MC1 ， 3rd dan) 
桐生習作(体育系特任助教、五段)
Shusaku KIRYU(Junior Assistant Professor， 5th dan， PhD) 
@2010UniversityofTs臼k山
図3 プログラム
図4 会場風景 図5 投技
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五の形 |筆者と )1戸氏より， I五の形」が抜露された。
小林氏より，両者の演武について以下の解説がなされた。
「これは水の動きを柔道的に表現した形とも言われています。一本自は小さい力でも合理的
にIHjI析なく攻め続ければ強大な力をも 11)IJする意味です。二本 I~l は強大な攻撃の力を利用し
て制する意味です。三本日は渦潮!の内円が外円を 11)IJ する意味です。 1国本 I~l は大波が岸辺に
打ち寄せ.全てを飲み込む意味です。五本自は正面から打ち寄せる大波にi直面し身を捨
てて勝つという意味です」。
感謝の言葉|筆者より感謝の言葉と本プログラムのまとめが述べられた。
If形jはあと 6つあります。乱取が体育教材としても，競技としても優れているにもかか
わらず，なぜ嘉納は『形jも重視したのでしょうか?これは柔道の段に注目すると分かり
ます。 18j設でオリンピック金メダリストになったとしても 最高段位であるト段はもらえ
ません。昇段は乱取，打診1修行年i乳人向性で評価されます。乱取は青少年期に心身を
鍛えるのに適し打診jは乱取よりも比較的強度が低く，安全に老齢まで修行することがで
きます。嘉納は生涯を通じ， 自らを向上させようと努力する人を評価していました。こう
した嘉納の精神を受け継ぎ筑波大学の体育では，競技で顕著な成績を目指すことはもち
ろん，その中で人生を通じて自分の専13J~こ取り組む精神と方法の伝達に努めております。
以上をもちまして，プログラムは全て終了となります。最後までご覧頂き，ありがとうご
ざいましたん
視察者に対して?iIr武者一向立礼を行った。
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